
　　　　　　　　　「地方創生．」始動

三十三総研副社長　

　　伊藤　公昭

　
人
口
の
急
減
・
超
高
齢
社
会
な

ど
わ
が
国
が
直
面
す
る
課
題
に
対

し

自
律
的
で
持
続
的
な
地
域
社

会
の
創
生
を
目
指
し
た
﹁
地
方
創

生
﹂
の
取
り
組
み
が
始
ま

て


年
が
経
過
し
た

安
倍
政
権
時
代

に
初
代
地
方
創
生
担
当
相
に
就
任

し
た
石
破
首
相
が

改
め
て
﹁
地

方
創
生
２
・
０
﹂
の
舵
取
り
を
担

う

昨
年

月
の
創
生
本
部
の
議

論
で
は

全
国
各
地
で
地
方
創
生

の
好
事
例
が
生
ま
れ
た
も
の
の


そ
の
普
遍
化
は
進
ま
ず

東
京
圏

へ
の
一
極
集
中
に
歯
止
め
は
か
か

ら
な
か

た
と
総
括
し
た


　
も

と
も

明
治
維
新
の
中
央

集
権
国
家
体
制
や
効
率
的
な
資
源

集
積
の
結
果
で
あ
る
一
極
集
中
の

流
れ
を
変
え
る
の
は
簡
単
な
こ
と

で
は
な
く

﹁
点
滴
石
を
穿
つ
﹂

の
諺
︵
こ
と
わ
ざ
︶
の
通
り

根

気
強
い
行
動
が
求
め
ら
れ
る

さ

て

好
事
例
の
単
な
る
模
倣
で
普

遍
化
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い

当

該
地
域
に
合
う
独
自
の
ア
イ
デ
ア

や
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
で


地
域
の
自
然
や
暮
ら
し

育
ま
れ

た
文
化
の
中
に
宝
は
眠

て
い
る

と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
つ
ま
り


﹁
地
域
資
源
の
見
直
し
﹂
が
地
方

創
生
の
鍵
を
握
る
地
域
資
源
は


﹁
そ
の
地
域
だ
け
に
存
在
す
る
資

源
﹂﹁
自
然
に
よ

て
与
え
ら
れ

る
有
用
物
で

何
ら
か
の
人
間
労

働
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ


て

生
産
力
の
一
要
素
と
な
り
う

る
も
の
﹂︵
石
井
素
介
：
１
９
８

１
︶
と
定
義
さ
れ

①
﹁
潜
在
的

地
域
資
源
﹂

地
質
・
地
勢
・
陸

水
・
海
水
な
ど
の
地
理
的
条
件
や

降
水
・
日
射
・
気
温
な
ど
の
気
象

的
条
件
②﹁
顕
在
的
地
域
資
源
﹂


森
林
・
農
地
・
用
水
・
河
川
な

ど

③
﹁
環
境
的
地
域
資
源
﹂


自
然
景
観
・
保
全
さ
れ
た
生
態
系

な
ど

④
﹁
付
随
的
地
域
資
源
﹂


間
伐
材
・
家
畜
糞
尿

な
ど
生
産
活
動
の
副
産

物

⑤
﹁
特
産
的
地
域

資
源
﹂

山
菜
な
ど
の

地
域
特
産
物

⑥
﹁
歴

史
的
地
域
資
源
﹂

地

域
の
伝
統
的
な
技
術
・

情
報
な
ど

が
該
当
す

る
︵
七
戸
長
生
・
永
田

恵
十
郎
：
１
９
８
８
︶

地
方
創
生
は

各
要
素

の
磨
き
上
げ
と
新
た
な

結
合
に
よ
る
リ
デ
ザ
イ

ン
に
力
点
を
置
く
べ
き

で
あ
る

手
法
︵
参
考

：
東
海
産
業
競
争
力
協

議
会
︶
は

①
﹁
見
つ

け
る
﹂

地
域
の
活
性

化
に
活
用
で
き
る
独
自

性
や
希
少
性

郷
土
史

・
文
化
の
再
検
証
及
び

外
国
人
・
若
者
・
高
齢

者
・
都
市
生
活
者
な
ど

新
た
な
視
点
や
マ

ケ


ト
ニ

ズ
か
ら
の
地

域
資
源
の
掘
り
起
こ

し

②
﹁
磨
く
﹂

世

界
各
国
や
我
が
国
の
社

会
的
・
経
済
的
動
向
と

地
域
の
関
係
性
及
び
そ

れ
ら
が
郷
土
史
・
文
化

の
形
成
に
至
る
ス
ト


リ

性
の
付
与

自
然
環
境
で
生

育
す
る
素
材
の
良
さ
や
特
徴
を
生

か
し
た
ブ
ラ
ン
デ

ン
グ
に
よ
る

商
品
・
サ

ビ
ス
の
開
発
と
ブ
ラ

ン
ド
管
理
に
よ
る
付
加
価
値
の
創

出

③
﹁
つ
な
げ
る
﹂

国
内
外

の
タ

ゲ

ト
市
場
の
明
確
化
と

異
業
種
・
他
産
業
・
地
域
内
外
と

の
連
携
・
協
働
で

②
の
資
源
同

士
や
既
存
資
源
を
再
結
合
の
う
え

地
域
全
体
と
し
て
プ
ロ
デ


ス

し

タ

ゲ

ト
市
場
に
プ
ロ
モ


ト
す
る

成
功
の
鍵
は

地
域

人
材
の
育
成
に
尽
き
る


　
人
材
像
は

地
域
を
盛
り
上
げ

る
情
熱
と
持
続
力

柔
軟
な
発
想

力
と
想
像
力
及
び
行
動
力

主
体

的
に
考
え
地
域
の
将
来
に
責
任
を

持
つ
覚
悟
を
有
し

職
種
と
し
て

は

地
方
大
学
の
Ｕ
Ｒ
Ａ
︵
研
究

管
理
者
︶
や
県
職
員
や
地
方
銀
行

員
が
イ
メ

ジ
で
き
る

﹁
見
つ

け
る
﹂﹁
磨
く
﹂
で
は

地
方
大

学
の
知
見
が
﹁
繫
げ
る
﹂で
は


地
域
に
中
核
拠
点
を
持
ち
つ
つ
広

域
で
展
開
す
る
所
属
組
織
の
ネ


ト
ワ

ク
力
が
役
に
立
つ

当
該

人
材
が

中
核
的
な
役
割
を
果
た

し
つ
つ
長
期
間
専
従
し

若
手
官

僚
の
知
見
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊

・
プ
ロ
フ


シ

ナ
ル
人
材
を

有
効
に
活
用
す
る
ス
タ
イ
ル
が
効

果
的
で
あ
る

内
閣
府
補
助
事
業

で
あ
る
﹁
地
方
創
生
カ
レ

ジ
﹂

の
事
例
を
検
証
し

成
功
事
例
を

当
該
地
域
に
合

た
素
材
で
リ
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
展

開
は
ス
ム

ズ
に
進
む
だ
ろ
う


地
域
資
源
の
見
直
し
が
鍵
を
握
る
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